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剣
　
例
　
研
　
究

四
二

（
一
一
〇
二
）

〔
行
　
政
　
法
〕

公

法
　
研
　
究
　
會

餅
令
交
付
な
き
身
分
替
と
任
用
期
根
満
了
に
よ
る
退
職
の
効
果
等

　
　
　
　
昭
和
三
二
年
一
月
一
六
日
山
形
地
裁
剣
決

　
　
　
　
昭
和
三
〇
年
（
行
）
第
二
號
行
政
虎
分
取
消
請
求
事
件

　
　
　
　
行
政
事
件
裁
剣
例
集
八
巻
一
號
一
三
八
頁

〔
判
示
事
項
〕

一
　
僻
令
を
交
付
し
な
い
で
し
た
村
立
小
學
校
助
教
論
の
講
師
へ
の
任
命
替
が
適
法
と
さ
れ
た
事
例

二
　
公
立
學
校
助
教
論
ま
た
は
講
師
の
任
命
行
爲
の
性
質

三
　
公
立
學
校
助
敏
論
ま
た
は
講
師
の
任
用
期
問
を
一
箇
年
と
定
め
て
採
用
す
る
こ
と
の
適
否

四
　
任
用
期
間
を
一
箇
年
と
定
め
て
任
用
さ
れ
た
村
立
小
學
校
講
師
が
右
期
間
経
過
後
引
き
績
き
在
勤
し
で
い
る
場
合
に
つ
き
同
一
條
件
で
さ

　
ら
に
任
用
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
た
事
例

五
　
任
用
期
間
を
一
箇
年
と
定
め
、
右
期
間
経
過
後
は
更
新
さ
れ
な
い
旨
確
約
し
た
上
で
任
用
さ
れ
た
村
立
小
學
校
の
講
師
が
右
期
間
経
過
と



　
と
も
に
當
然
退
職
に
な
る
と
さ
れ
た
事
件

六
　
地
方
公
務
員
法
第
十
七
條
な
い
し
第
二
十
三
條
の
施
行
前
に
お
い
て
任
用
期
間
を
一
箇
年
と
定
め
て
な
さ
れ
た
村
立
小
學
校
講
師
の
任
用

　
の
右
規
定
施
行
後
に
お
け
る
効
力

〔
蓼
照
條
文
〕

　
地
方
公
務
員
法
一
七
－
二
三
條
、

三
八
條
、
五
八
條

〔
事
　
　
實
〕

　
本
件
に
お
い
て
、
裁
到
所
の
認
定
し
た
事
實
の
う
ち
、
主
な
る
も
の
は
左
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
①
昭
和
二
六
年
四
月
、
原
告
X
は
、
任
用
期
間
一
年
と
い
う
條
件
の
下
で
、
A
村
立
小
學
校
助
教
識
に
採
用
ざ
れ
た
。
た
だ
し
、
任
命
辮
令
に
は
任
用
期
間
記
入

欄
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
。

　
②
昭
和
二
七
年
四
月
、
任
用
期
間
｝
年
を
更
新
、
た
だ
し
、
更
新
の
た
め
の
行
爲
は
と
く
に
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　
③
昭
和
二
八
年
四
月
、
任
用
期
間
を
再
度
更
新
。
こ
の
さ
い
、
原
告
の
再
度
更
新
請
願
、
な
ら
び
に
、
紹
和
二
九
年
三
旦
三
日
自
護
的
退
職
す
る
旨
の
誓
約
書

が
提
出
さ
れ
た
。
一
方
、
A
村
教
育
委
員
會
に
お
い
て
も
、
爾
後
契
約
を
更
新
し
な
い
旨
、
原
告
に
た
い
し
意
思
表
示
を
な
し
た
。

　
④
昭
和
二
九
年
三
月
、
退
職
騨
令
を
交
付
、
た
だ
し
、
原
告
職
名
を
講
師
と
記
載
。

　
⑤
昭
和
二
九
年
五
月
、
被
告
B
縣
人
事
委
員
會
に
た
い
し
、
不
利
盆
庭
分
に
か
ん
す
る
審
査
請
求
。

　
⑥
同
年
九
月
、
被
告
委
員
會
は
審
査
請
求
を
棄
却
。

〔
原
告
の
主
張
〕

　
　
　
判
　
例
　
砺
　
究

四
三

（
一
一
〇
三
）



　
　
　
判
例
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
　
（
一
一
〇
四
）

　
①
原
告
の
本
職
探
用
に
あ
た
り
期
限
に
か
ん
す
る
條
件
は
ふ
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
黙
、
任
用
睡
令
に
は
、
こ
と
さ
ら
に
任
用
期
限
が
抹
消
さ
れ
、
一
年
後
、
お

よ
び
、
二
年
後
の
各
時
期
に
更
新
手
績
は
と
ら
れ
て
い
な
い
。
退
職
塵
分
時
、
原
告
は
地
方
公
務
員
法
の
適
用
を
う
け
る
地
方
公
務
員
、
ゆ
え
に
、
そ
の
意
に
反
す

る
菟
職
は
、
同
法
二
八
・
二
九
條
規
定
の
條
件
の
下
で
の
み
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
の
黙
で
、
A
村
教
育
委
員
會
の
退
職
腱
分
は
違
法
で
あ
る
。

　
②
同
職
採
用
に
さ
い
し
、
原
告
の
短
期
間
で
も
よ
い
旨
の
申
出
は
、
肚
交
的
言
謙
で
、
期
限
付
契
約
と
し
て
の
拘
束
を
う
け
な
い
。

　
③
期
限
付
任
用
を
み
と
め
る
と
す
る
も
、
地
方
公
務
員
法
施
行
に
よ
り
、
同
法
の
諸
條
項
に
も
と
ず
き
期
限
に
か
ん
す
る
條
件
は
失
効
し
た
と
解
せ
ら
れ
る
。
被

告
等
の
庭
分
は
こ
の
馳
を
看
過
し
た
。

④
期
限
付
任
用
を
有
効
と
す
る
も
、
二
七
・
二
八
年
度
に
新
た
な
任
用
手
績
な
き
ゆ
え
、
地
方
公
務
員
法
の
施
行
に
よ
り
、
同
法
二
二
條
一
項
（
條
件
附
探
用
）

の
期
間
経
過
後
正
式
探
用
に
な
つ
て
い
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
冤
職
は
同
法
の
分
限
・
懲
戒
規
定
（
二
八
・
二
九
條
）
に
該
営
す
る
場
合
に
か
ぎ
ら
れ

る
。　

⑤
地
方
公
務
員
法
の
下
で
、
営
該
期
限
付
任
用
が
有
効
と
し
て
も
、
同
法
は
更
新
拒
絶
規
定
を
敏
く
。
し
た
が
つ
て
、
更
新
申
請
に
た
い
し
、
こ
れ
を
拒
絶
す
る

は
そ
の
意
に
反
し
冤
職
す
る
こ
と
と
な
り
、
同
法
二
八
條
蓮
反
。

　
⑥
助
教
識
の
身
分
を
ゆ
う
す
る
原
告
に
た
い
し
、
講
師
と
し
て
退
職
を
命
ず
る
は
違
法
で
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。

　
⑦
行
政
庭
分
の
理
由
と
な
る
事
實
關
係
は
、
當
該
庭
分
と
同
時
に
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
に
、
こ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
庭
分
の
効
力
は
生
じ
な

い
。

⑧
A
村
教
育
委
員
會
の
原
告
に
た
い
す
る
退
職
庭
分
は
B
縣
教
育
委
員
會
の
不
當
干
渉
に
も
と
ず
く
ゆ
え
、
右
庭
分
は
取
清
さ
る
べ
き
で
あ
る
。

〔
被
告
の
答
鼎
〕

　
被
告
委
員
會
の
原
告
に
た
い
す
る
判
定
書
交
付
の
日
時
、
原
告
主
張
①
中
任
用
謙
令
に
期
限
記
入
せ
ず
、
か
つ
、
．
期
限
記
入
欄
抹
消
の
馳
は
み
と
め
る
。

原
告
が
地
方
公
務
員
法
の
適
用
を
う
け
る
教
育
公
務
員
で
あ
る
こ
と
も
み
と
め
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
は
す
べ
て
否
認
す
る
。

　
原
告
は
採
用
さ
れ
る
さ
い
、
任
期
一
年
た
る
貼
を
了
承
し
て
い
る
。

ま
た
、



　
昭
和
二
七
年
四
月
當
時
、
原
告
の
引
綾
き
勤
務
に
か
ん
し
、
任
用
椹
者
側
で
異
議
が
な
か
つ
た
ゆ
え
、
契
約
は
更
新
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

　
昭
和
二
八
年
二
月
頃
、
任
用
灌
者
よ
り
原
告
に
た
い
し
期
限
到
來
に
よ
る
退
職
を
懇
請
、
し
か
し
、
原
告
の
懇
願
に
よ
り
再
度
契
約
を
更
新
し
た
。
し
か
し
、
こ

の
さ
い
、
原
告
よ
り
昭
和
二
九
年
三
月
末
日
か
ぎ
り
自
襲
的
退
職
す
る
旨
の
誓
約
書
の
提
出
、
お
よ
び
、
A
村
教
育
委
員
會
の
爾
後
契
約
更
新
を
な
さ
ぬ
旨
の
決
議

と
、
原
告
に
そ
の
旨
通
知
を
な
し
て
い
る
。
な
お
、
昭
和
二
六
年
時
の
騨
令
に
期
限
記
入
が
な
き
た
め
、
期
限
付
任
用
に
な
ら
ぬ
と
し
て
も
、
右
誓
約
書
に
よ
り
、

任
用
期
限
は
昭
塾
，
一
八
學
年
度
一
箇
年
と
な
る
。

　
退
職
を
命
ず
る
旨
の
騨
令
は
、
期
限
到
來
に
よ
り
當
然
退
職
に
な
つ
た
こ
と
の
通
告
に
す
ぎ
な
い
。

　
地
方
公
務
員
法
が
全
面
的
に
町
村
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
て
か
ら
も
、
本
人
の
承
諾
を
え
て
、
一
年
以
内
の
期
限
付
で
助
教
論
・
講
師
と
し
て
採
用
す
る
も

違
法
で
な
い
。
ま
た
、
期
限
後
纏
績
し
て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
更
新
を
拒
絶
す
る
は
、
同
法
二
八
條
に
抵
隅
し
な
い
。

　
原
告
の
助
激
鍮
よ
り
講
師
へ
の
任
命
替
は
、
縣
教
育
委
員
會
の
通
牒
に
由
來
す
る
。
た
だ
し
、
學
校
長
よ
り
原
告
に
た
い
し
任
命
替
の
通
知
が
だ
さ
れ
た
か
否
か

は
疑
間
で
あ
る
。
L
か
し
、
實
際
的
に
は
、
公
文
書
に
原
告
が
講
師
と
し
て
記
入
さ
れ
、
か
つ
、
自
ら
も
講
師
た
る
を
み
と
め
た
行
動
を
と
つ
て
い
た
。

〔
判
　
　
決
〕

　
請
求
棄
却

〔
判
決
理
由
〕

　
①
た
と
え
採
用
齢
令
に
任
用
期
限
の
條
件
が
ふ
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
探
用
さ
れ
る
に
さ
い
し
、
原
告
が
こ
れ
を
了
解
し
て
い
る
と
み
と
め
ら
れ
る
以
上
、
任
用

期
間
一
年
の
助
教
論
と
し
て
探
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
②
原
告
が
助
教
鍮
か
ら
講
師
に
任
命
替
に
な
つ
た
か
否
か
の
馳
。
任
命
替
に
つ
き
騨
令
交
付
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
も
、
任
命
権
者
が
原
告
を
講
師
と
し
て
取

扱
い
、
原
告
自
ら
も
講
師
と
し
て
振
舞
つ
て
い
る
。
ま
た
、
原
告
は
教
育
職
員
免
許
法
上
講
師
に
任
命
さ
れ
る
資
格
を
ゆ
う
す
る
も
の
で
あ
り
、
任
命
灌
者
た
る
縣

　
　
　
判
　
例
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
　
　
（
一
一
〇
五
）



　
　
　
判
　
　
個
別
　
　
研
　
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
山
ハ
　
　
　
　
　
（
一
　
一
〇
山
ハ
）

教
育
委
員
會
か
ら
郡
教
育
所
長
お
よ
び
學
校
長
を
介
し
て
任
命
替
の
通
知
を
う
け
て
い
る
と
き
は
、
右
意
思
表
示
だ
け
で
任
命
替
の
効
力
が
稜
生
す
る
。
な
お
、
職

名
攣
更
の
み
で
、
そ
の
他
の
事
項
を
攣
更
し
た
事
實
な
き
以
上
、
任
用
期
間
等
の
條
件
は
從
前
通
り
と
解
せ
ら
る
。
（
判
示
事
項
一
）

　
③
公
立
學
校
助
教
識
・
講
師
の
身
分
は
、
公
法
的
規
律
に
服
す
る
も
の
ゆ
え
、
そ
の
任
命
行
爲
は
公
法
上
の
契
約
に
驕
す
る
。
（
判
示
事
項
二
）

　
右
助
教
鍮
・
講
師
の
任
用
期
間
を
一
年
と
し
て
探
用
す
る
は
、
地
方
公
務
員
法
一
七
條
な
い
し
…
二
條
の
適
用
さ
れ
な
い
當
時
、
同
法
五
八
條
・
螢
働
基
準
法
一

四
條
の
規
定
に
照
ら
し
て
、
妨
げ
な
い
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
（
判
示
富
項
三
）

　
④
任
用
期
間
輕
過
後
、
引
績
き
在
勤
し
任
命
灌
者
側
で
異
議
を
の
べ
ぬ
場
合
、
前
と
同
一
條
件
で
さ
ら
に
任
用
し
た
と
推
定
す
る
。
（
判
示
事
項
四
）

　
任
用
期
間
を
一
年
と
さ
だ
め
、
右
期
間
経
過
後
は
更
新
さ
れ
な
い
旨
確
約
の
あ
る
以
上
、
退
職
騨
令
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
右
期
間
脛
過
に
よ
り
當
然
退
職
す

る
。
（
判
示
事
項
五
）

　
⑤
地
方
公
務
員
法
一
七
條
な
い
し
…
二
條
の
施
行
前
に
附
し
た
任
用
期
間
の
條
件
は
、
同
法
施
行
に
よ
り
て
も
そ
の
効
力
を
失
わ
な
い
。
ま
た
、
同
法
一
七
條
の

任
用
該
嘗
者
で
あ
つ
て
も
、
任
用
期
間
漏
了
後
こ
れ
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
當
該
期
間
中
は
同
法
二
八
條
に
規
定
す
る
箏
由
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
意

に
反
す
る
冤
職
は
で
き
な
い
が
、
任
用
期
間
が
満
了
す
れ
ば
、
更
新
さ
れ
ぬ
か
ぎ
り
、
當
然
退
職
に
な
る
と
解
せ
ら
れ
る
。
（
判
示
事
項
六
）

　
⑥
地
方
公
務
員
法
二
八
條
は
更
新
拒
絶
に
か
ん
す
る
規
定
で
な
い
。
原
告
の
任
意
に
さ
だ
め
た
任
用
期
間
満
了
に
よ
る
退
職
を
も
つ
て
、
同
人
の
意
思
に
反
す
る

と
い
い
え
な
い
。

　
⑦
本
件
退
職
は
期
間
満
了
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
廉
令
交
付
に
よ
り
退
職
の
効
果
が
稜
生
す
る
も
の
で
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
騨
令
面
の
記
載
の
ご
と
き
嬬
本

件
結
果
に
影
響
を
あ
た
え
る
も
の
で
な
い
。

　
③
原
告
主
張
中
⑦
の
融
は
判
断
の
要
な
く
、
同
⑧
の
馳
は
こ
れ
を
み
と
め
る
に
た
る
識
嫁
が
な
い
。

　　到評
旨

部羅
反〕
鉗



　
本
件
は
公
務
員
の
任
命
行
爲
を
「
公
法
上
の
契
約
」
と
み
、
か
か
る
見
地
よ
り
雫
の
解
決
を
は
か
つ
て
い
る
。
し
た
が
つ
て
、
す
べ
て
に
さ
き

だ
ち
、
公
務
員
の
任
命
行
爲
の
法
的
性
質
を
検
討
す
る
。

　
公
務
員
の
任
命
行
爲
に
か
ん
し
て
は
、
全
く
本
件
到
旨
と
謝
立
し
た
立
場
を
と
る
。
す
な
わ
ち
、
「
同
意
を
前
提
と
す
る
軍
濁
行
爲
」
と
み
、

行
政
行
爲
の
一
撮
と
考
え
る
を
妥
當
と
信
ず
る
。

　
一
髄
「
公
法
上
の
契
約
」
と
い
う
概
念
は
實
定
法
上
さ
だ
め
え
な
b
。
專
ら
、
實
定
法
の
條
項
を
は
な
れ
理
論
的
に
構
成
さ
れ
て
き
た
概
念
で

あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
概
念
は
、
國
に
よ
り
各
々
異
つ
て
い
る
。
ま
た
、
わ
が
國
の
み
に
つ
い
て
考
え
て
も
、
人
に
よ
り
異
つ
た
内
容
、
異
つ
た

概
念
を
唱
え
る
。
し
た
が
つ
て
、
本
件
で
い
う
「
公
法
上
の
契
約
」
と
は
、
こ
れ
等
の
い
ず
れ
に
ぞ
く
す
る
か
断
じ
が
た
い
。
つ
ぎ
に
、
私
人
が

公
務
員
た
る
の
地
位
に
つ
く
場
合
を
か
ん
が
え
る
と
、
公
務
員
た
ら
ん
と
す
る
者
の
「
同
意
」
と
任
命
椹
者
の
「
任
命
」
の
爾
者
を
必
要
と
す

る
。
公
務
員
た
る
の
地
位
の
取
得
は
、
か
か
る
反
謝
方
向
の
意
思
の
合
致
な
る
故
人
に
よ
り
「
公
法
上
の
契
約
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

か
か
る
見
解
は
若
干
形
式
的
な
も
の
で
な
か
ろ
5
か
。
換
言
す
れ
ば
、
こ
れ
を
契
約
と
よ
ん
で
も
、
は
た
し
て
、
行
政
行
爲
と
匿
別
す
る
だ
け
の

實
盆
が
そ
ん
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
任
命
に
は
、
た
し
か
に
、
公
務
員
た
ら
ん
と
す
る
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
黙
、
箪
猫
行
爲
た
る
行
政

行
爲
と
異
る
。
同
意
な
く
し
て
公
務
員
を
任
命
し
、
特
定
の
椹
限
を
賦
與
し
て
も
意
味
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
同
意
の
性
質
た
る
や
、
そ
れ
は

包
括
的
な
法
律
關
係
に
つ
き
概
念
的
に
同
意
す
る
に
止
り
、
法
律
關
係
の
内
容
は
行
政
聴
が
こ
れ
を
決
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
契
約
と
は
み
が
た

い
（
田
中
二
郎
、
行
政
法
総
論
、
二
五
〇
頁
）
。
し
か
し
、
任
命
行
爲
は
契
約
で
あ
る
が
、
服
從
契
約
（
淺
井
清
、
改
正
國
家
公
務
員
法
、
一
一
七
頁
）
．
附

合
契
約
（
柳
瀬
良
幹
、
行
政
法
ー
改
訂
新
版
－
一
一
二
頁
）
と
な
す
読
も
あ
る
。
契
約
読
を
固
守
す
る
か
ぎ
り
、
服
從
な
い
し
附
合
契
約
は
正
営
で
あ

ろ
う
。
た
だ
、
か
く
考
え
る
と
し
て
も
、
公
務
員
た
る
地
位
よ
り
生
ず
る
特
別
椹
力
關
係
は
、
契
約
の
本
質
た
る
李
等
關
係
と
飴
り
に
も
異
質
的

な
も
の
た
り
す
ぎ
な
く
な
か
ろ
う
か
。
要
す
る
に
、
任
命
を
形
式
的
見
地
よ
り
契
約
と
し
て
も
、
そ
の
内
容
た
る
勤
務
關
係
が
権
力
關
係
な
る
と

き
、
と
く
に
行
政
行
爲
と
匿
別
し
て
契
約
な
り
と
い
う
實
盤
を
み
だ
し
が
た
い
。

　
　
　
判
　
例
，
班
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
七
　
　
　
（
一
一
〇
七
）



　
　
　
判
　
例
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

四
八
　
　
　
（
一
一
〇
八
）

　
理
由
中
④
（
判
示
事
項
五
）
の
黙
、
任
命
行
爲
が
行
政
行
爲
で
あ
つ
て
も
、
公
法
上
の
契
約
で
あ
つ
て
も
同
一
結
論
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
、

誓
約
書
の
提
出
と
、
任
期
更
新
を
な
さ
ぬ
旨
議
決
、
相
手
方
へ
通
知
が
あ
れ
ば
、
任
期
満
了
に
よ
り
退
職
と
な
る
は
嘗
然
で
、
敢
て
論
ず
る
ま
で

も
な
い
。
し
か
る
と
き
、
理
由
中
①
（
探
用
僻
令
に
任
期
の
定
め
な
き
黙
）
理
由
中
④
（
到
示
事
項
四
）
に
疑
問
が
あ
つ
て
も
、
昭
和
二
九
年
三

月
末
日
退
職
の
黙
に
攣
更
を
く
わ
え
え
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
、
到
示
事
項
四
の
部
分
は
本
件
に
か
ん
す
る
か
ぎ
り
評
す
る
必
要
な
き
も
、
一
般
論

と
し
て
は
幾
分
疑
を
も
つ
。
こ
の
黙
の
間
題
は
昭
和
二
七
學
年
度
に
あ
る
。
任
用
期
間
を
｝
年
と
す
れ
ば
、
二
七
年
三
月
末
日
の
経
過
に
よ
り
當

然
退
職
の
効
果
完
成
し
、
事
實
上
引
績
き
勤
務
し
て
も
、
か
か
る
事
實
が
法
的
地
位
を
再
び
取
得
さ
せ
る
わ
け
で
な
い
。
釧
旨
を
反
封
側
よ
り
み

る
と
、
異
議
を
の
べ
、
は
じ
め
て
退
職
の
効
果
が
完
成
、
と
な
り
期
限
附
の
本
來
の
意
昧
が
失
わ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　
理
由
中
②
（
判
示
事
項
閣
）
僻
令
な
き
任
命
替
の
黙
－
助
教
論
よ
り
講
師
へ
の
身
分
攣
更
庭
分
1
こ
れ
を
行
政
行
爲
と
す
れ
ば
、
か
か
る
行

爲
の
あ
つ
た
こ
と
を
相
手
方
（
原
告
）
は
知
り
え
ぬ
か
ぎ
り
、
行
政
行
爲
と
し
て
有
効
に
成
立
し
え
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
行
爲
は
一
般
に
磨
令

交
付
と
い
う
形
を
と
る
。
し
か
し
、
身
分
替
は
辮
令
交
付
を
絶
射
の
要
件
と
す
る
ほ
ど
嚴
格
な
要
式
行
爲
を
要
求
し
な
い
。
殊
に
、
本
件
の
．
こ
と

く
身
分
替
に
よ
り
不
利
盆
を
生
ず
る
も
の
で
な
い
場
合
、
要
は
原
告
が
身
分
替
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
り
う
れ
ば
十
分
で
あ
り
、
通
知
の
方
式
の
如

何
を
間
わ
な
い
。
裁
到
所
の
認
定
し
た
事
實
よ
り
察
す
る
と
、
原
告
は
講
師
へ
身
分
替
の
あ
つ
た
こ
と
を
知
つ
て
い
た
。
し
か
る
と
き
、
僻
令
交

付
な
き
を
も
つ
て
未
だ
助
教
論
た
る
の
身
分
に
あ
る
、
と
の
原
告
の
主
張
を
し
り
ぞ
け
る
到
示
は
正
當
で
あ
る
。
こ
の
黙
、
契
約
論
を
と
る
に
し

て
も
、
身
分
替
が
辞
令
交
付
を
絶
封
の
要
件
と
す
る
要
式
契
約
と
み
ら
れ
ぬ
以
上
、
行
政
行
爲
読
と
同
一
結
論
に
た
つ
。
な
お
、
身
分
攣
更
の
さ

い
、
新
た
な
身
分
が
永
績
的
勤
務
の
性
質
の
も
の
と
思
考
さ
れ
る
と
き
は
別
と
し
、
新
蛋
爾
身
分
が
ほ
ぼ
同
一
性
質
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
任
期
制

限
等
を
撤
同
す
る
意
思
表
示
な
き
か
ぎ
り
、
醤
身
分
に
ふ
さ
れ
た
條
件
は
當
然
に
存
績
す
る
。
し
た
が
つ
て
、
こ
の
黙
も
到
示
と
同
】
立
場
に
た

つ
。　

理
由
中
③
前
半
（
判
示
事
項
5
公
務
員
の
任
命
行
爲
の
法
的
性
質
ー
既
蓮
ー
、
同
後
牟
（
判
示
事
項
三
）
ζ
の
黙
當
然
に
し
て
、
評
繹
の
必
要



な
し
。

　
理
由
中
④
（
判
示
事
項
四
・
五
）
既
述

　
理
由
中
⑤
（
制
示
事
項
六
）
法
律
の
施
行
に
よ
り
、
從
前
に
な
さ
れ
た
塵
分
・
契
約
等
は
直
ち
に
失
効
す
る
と
は
解
せ
ら
れ
な
い
。
も
ち
論
、
法

律
中
に
失
効
と
解
せ
ら
れ
る
趣
旨
の
規
定
が
あ
れ
ば
論
外
で
あ
る
が
、
地
方
公
務
員
法
二
條
は
本
件
に
適
用
さ
れ
な
い
。
さ
て
、
本
件
に
お
い
て

保
護
さ
れ
る
原
告
の
椹
利
は
、
同
法
施
行
前
に
み
と
め
ら
れ
た
任
用
期
限
を
限
度
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
の
施
行
に
よ
り
任
用
期
限
が
、
同

法
二
二
條
の
規
定
に
よ
り
、
施
行
後
六
カ
月
に
打
切
ら
れ
る
と
い
う
の
で
癒
く
、
六
カ
月
以
上
残
存
す
れ
ば
、
同
法
二
二
條
に
か
か
わ
ら
ず
残
存

期
間
一
ぱ
い
そ
の
地
位
に
と
ど
ま
り
う
る
。
し
か
し
、
昭
和
二
八
年
四
月
か
ら
同
二
九
年
三
月
ま
で
に
任
用
期
間
を
制
限
さ
れ
て
お
り
な
が
ら
、

同
法
施
行
の
二
八
年
六
月
二
二
日
よ
り
六
カ
月
を
維
過
し
た
日
、
原
告
は
法
一
七
條
に
い
う
任
用
資
格
該
當
者
の
故
を
も
つ
て
、
た
だ
ち
に
、
法

二
二
條
一
項
に
よ
り
正
式
探
用
と
な
る
と
は
い
い
え
な
い
。
そ
も
そ
も
、
原
告
の
地
位
は
法
二
二
條
の
條
件
附
な
り
や
、
臨
時
的
な
り
や
は
簡
軍

に
到
断
し
え
な
い
が
、
か
り
に
條
件
附
と
し
て
も
、
任
用
資
格
該
當
者
は
任
命
行
爲
を
え
、
は
じ
め
て
條
件
附
探
用
と
な
り
、
以
後
六
カ
月
経
過

し
正
式
探
用
と
な
る
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
任
用
資
格
該
當
者
と
し
法
の
定
め
に
よ
り
探
用
し
た
と
す
る
行
爲
は
そ
ん
し
な
い
。
到
示
が
か
か
る

見
解
に
よ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
評
者
と
同
一
立
場
に
あ
る
。

　
理
由
中
⑥
．
⑦
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
論
ず
る
黙
も
な
い
。

　
理
由
中
⑧
に
か
ん
し
て
は
、
事
實
認
定
に
か
ん
す
る
も
の
ゆ
え
、
評
繹
の
か
ぎ
り
で
な
い
。

　
要
す
る
に
、
本
件
に
か
ん
し
て
は
、
公
務
員
の
任
命
行
爲
の
法
的
性
質
に
つ
き
，
到
旨
と
異
る
見
解
に
た
つ
が
、
到
示
事
項
の
大
部
分
に
つ

き
、
そ
の
結
論
を
同
じ
く
す
る
。
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